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鉄と人、共に未来を歩む  ｓｉｎｃｅ１９５８ 

株式会社 榎本金属製作所 

生活の安全を支える金属プレス加工 
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応募のきっかけ、受賞過程 

●2011年 
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 ・ネットで本顕彰事業を知る。 
 ・受賞をきっかけに売上を増やしたい。 
 ・営業部で活動 

受賞ならず  

●2013年 
  

 ・PSｱﾜｰﾄﾞ事務局様より応募のご依頼を頂く。 
 ・受賞をきっかけに売上を増やしたい。 
 ・営業部で活動 

受賞ならず  

●2019年 
  

 ・社内満足度を向上したい。 
 ・客観的に榎本を評価してほしい。 
 ・全従業員に活動価値を知ってほしい。 
 ・受賞をきっかけに売上を増やしたい。 
 ・全部門で活動 

特別賞受賞 
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年間品質実績推移 

不良ロット％ 返品率ppm  

2019年度(総納入個数
14,604,912個) 

返品率＝1.1ppm 
不良ロット率＝0％ 

2015年 初期流動管理
開始 

2009年 行為保証活動
開始 

外観プレス部品は除く 



製品の安全を確保・支援するための取組や活動 

１.  独自の『ツルツル端面処理加工技術』を活用した、 
    お手入れ部品の手切れ事故・ハーネス損傷による事故防止対策 
 

２.顧客先への品質支援活動 
    1.機器解析検討会 
   2.開発段階での形状提案による不具合未然防止活動 
     3.顧客様対象のプレス研修会 
 

３.町工場でも、大手企業に負けない初期流動管理 
    １. 新規・変更部品一覧表 
     ２. 初期流動管理チェック表の運用 
 

４.キーワードは『行為保証』品質活動 
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１.  独自の『ツルツル端面処理加工技術』を活用した、 
    お手入れ部品の手切れ事故・ハーネス損傷による事故防止対策 
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プレス（せん断）加工後の断面

通常プレス加工後のエッジ（バリ）は
細かいノコギリ状の形状をしている

１.  独自の『ツルツル端面処理加工技術』を活用した、 
    お手入れ部品の手切れ事故・ハーネス損傷による事故防止対策 
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１.  独自の『ツルツル端面処理加工技術』を活用した、 
    お手入れ部品の手切れ事故・ハーネス損傷による事故防止対策 

通常行う危険回避の施策 1
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１.  独自の『ツルツル端面処理加工技術』を活用した、 
    お手入れ部品の手切れ事故・ハーネス損傷による事故防止対策 

弊社独自開発のプレス後の端面 通常のプレス後の端面 
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2.顧客先への品質支援活動 
           3.顧客様対象のプレス研修会 
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３.町工場でも、大手企業に負けない初期流動管理 
    １. 新規・変更部品一覧表 

金型注文 定例会議 新規・変更部品一覧表、各部署へ資料送付 

初期流動会議開催1  金型完成・トライ 

受注後の基本的な流れ 

部品型式検査 初期流動会議開催2 

初回量産 初物・終物検査 2回目量産 

図面打合せ・金型検討 

初期流動会議開催3 初物・終物検査 

初期流動会議開催4 3回目量産 初物・終物検査 完結 

QC工程表・作業手順書 
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３.町工場でも、大手企業に負けない初期流動管理 
    １. 新規・変更部品一覧表 

金型注文 定例会議 新規・変更部品一覧表、各部署へ資料送付 

初期流動会議開催1  金型完成・トライ 

受注後の基本的な流れ 

部品型式検査 初期流動会議開催2 

初回量産 初物・終物検査 2回目量産 

図面打合せ・金型検討 

初期流動会議開催3 初物・終物検査 

初期流動会議開催4 3回目量産 初物・終物検査 完結 

QC工程表・作業手順書 
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３.町工場でも、大手企業に負けない初期流動管理 
  ２. 初期流動管理チェック表の運用 

金型注文 定例会議 新規・変更部品一覧表、各部署へ資料送付 

初期流動会議開催1  サンプル提出 

受注後の基本的な流れ 

部品型式検査 初期流動会議開催2 

初回量産 初物・終物検査 2回目量産 

図面打合せ・金型検討 

初期流動会議開催3 初物・終物検査 

初期流動会議開催4 3回目量産 初物・終物検査 完結 

QC工程表・作業手順書 
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３.町工場でも、大手企業に負けない初期流動管理 
  ２. 初期流動管理チェック表の運用 

金型注文 定例会議 新規・変更部品一覧表、各部署へ資料送付 

初期流動会議開催1  サンプル提出 

受注後の基本的な流れ 

部品型式検査 初期流動会議開催2 

初回量産 初物・終物検査 2回目量産 

図面打合せ・金型検討 

初期流動会議開催3 初物・終物検査 

初期流動会議開催4 3回目量産 初物・終物検査 完結 

QC工程表・作業手順書 
量産１ヶ月前 

量産１ヶ月後 

量産3ヶ月後 

金型着手2週間後 
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３.町工場でも、大手企業に負けない初期流動管理 
  ２. 初期流動管理チェック表の運用 



製品の安全を確保・支援するための取組や活動 

１.  独自の『ツルツル端面処理加工技術』を活用した、 
    お手入れ部品の手切れ事故・ハーネス損傷による事故防止対策 
 

２.顧客先への品質支援活動 
    1.機器解析検討会 
   2.開発段階での形状提案による不具合未然防止活動 
     3.顧客様対象のプレス研修会 
 

３.町工場でも、大手企業に負けない初期流動管理 
    １. 新規・変更部品一覧表 
     ２. 初期流動管理チェック表の運用 
 

４.キーワードは『行為保証』品質活動 
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4.  キーワードは『行為保証』品質活動 
          1. 行為保証 

小さくする   

①管理者は、守ることを決める 
②管理者は、守ることを伝える、教育する 
③作業者は、守ることを、意識を持って守る 
④管理者は、守っているか確認する 
⑤管理者は、（作業者が意識無く）守っていなければ叱り、守らせる 
⑥管理者は、守れない決まり事であれば、守れる決まり事に変える 
⑦管理者は、守れない環境であるならば、環境を改善する 

『行為保証』とは目的意識を持った動作の保証のことです。 

製品出来映え管理 

目的意識を持った動作管理
（プロセス管理） 

７
つ
の
原
則 
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4.  キーワードは『行為保証』品質活動 
          1. 行為保証 

ルールブック 製造技術標準 
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4.  キーワードは『行為保証』品質活動 
          2.ルールブック 



製品安全文化構築への取組 

１.  製品安全に関する情報発信について 
 
２.  独自の『ツルツル端面処理加工技術』を活かした 
  ものづくりのエッジ（バリ）基準 
 
３.  人材育成について 
          

20 
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３.  人材育成について 
  品質パトロールによる作業者・管理者への人材育成 
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３.  人材育成について 
   2.改善活動を通じての人材育成 

重要 
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３.  人材育成について 
   3.品質会議を通じての人材育成 

  1.顧客先でのトラブル実績と対策報告 
2.品質損金報告 
3.社内工程内不良実績報告と対策報告 
4.納品不具合実績報告と対策報告 
5.営業部からの講習 
6.品質管理部からの講習 
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３.  人材育成について 
    6.社内でのプレス加工・金型講習会 
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３.  人材育成について 
    8.顧客様対象の研修会 



ご清聴ありがとうございました。 
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